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結果は、じん肺の疑わしいものを Rx とすると 45名、明らかなじん肺所見を認めたものは28名であった。
28名のじん肺症度は P l 16名、 P 2 9 名、 P 3 3 名であり、これによって、染土によるじん肺発生はほぼ
確実となった。続いて行なった企業体雇用者 303 名の検診では、 Rx18名、 P122名、 P 2 12名、 P 3 3 名
が摘発され、自営業者よりやや高率であった。企業体では、各職種が分業化され、“い"製品製造の第
1 工程である選別(“い"草を長さに従って分類する)と“もと抜き" (“い"草の根もとの琶を取り除く)
とを行なう調整作業で発じんが最も多いため、この部門だけでみると、 P 1 以上のものが36.1% となり、
しかも、高度じん肺例は大部分が調整作業の経験者であった。
これらじん肺例の胸部レ線像を見ると、症例によってじん肺陰影の大きさにかなりの差違があるよ



























が45% を占め、内部標準法による X線回折石英定量では、 20%前後の石英のほかに、緑泥石を主とす
る多種類の粘土鉱物の反射が認められた。
〔総括〕
花蓮業従業者には、“い"草染土によるじん肺が発生し、ことに調整工に多発することがわかった。
染土によるじん肺は、低濃度けい酸じんによる非典型けい肺であるとともに粘土肺の一種でもあると
言える。病理組織学上は、弱線維化小結節密在型のじん肺で、普通のレ線写真には現われにくいため、
R2以上になると、粉じん巣は肺の相当の部分を占めているものと考えられ、肺機能の中等度以上の障
害者もかなりみられることから、定期的検診と適時の配置転換とが必要であると考える。
論文の審査結果の要旨
花蓮業では、作業中高濃度に発じんする“い"草染土によってじん肺が発生することは当然考えられ
ることであるが、じん肺発症の有無に関してはまったく研究されていなかった。著者は、花蓮業従業
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者の胸部レ線直接撮影による集団検診、胸部直接 2 倍拡大撮影、肺機能検査、従業者肺の病理組織学
的検査、染土による動物実験ならびに染土の分析を行なうことにより、染土によってかなり高度のじ
ん肺が発生し得ることを確かめ、さらに、染土が20%前後に石英を含有する粘土であり、肺門リンパ
節の腫大を伴わない特異な弱線維化微細結節密在型のじん肺を発生させること、また、それが低濃度
けい酸じんによる非典型けい肺であるとともに粘土肺の一種でもあることを立証した。このことは、
従来言われている粘土肺のうちに、緑泥石族の粘土による新しい粘土肺の一種類すなわちわが国独特
の染土肺を加えたことになり、じん肺研究ことにそのレ線診断学上寄与することが大であるとともに、
地域職業病対策の上からも意義あるものと認める。
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